
シャープ商品  導入事例

中外製薬株式会社さま
●東京都中央区(本社）
●1925年創業。抗体エンジニアリング
技術をはじめとする独自の創薬技術
基盤を強みとする、研究開発型の製
薬企業。2002年にスイスのロシュ社
と戦略的アライアンスを開始し、革新
的な医薬品を世界に送り出している。

導入先

導入商品

●中外ライフサイエンスパーク横浜
（本物件）/神奈川県横浜市

インフォメーションディスプレイ
PN-V701（70V型）×4台
PN-HW651（65V型）×4台
PN-HW551（55V型）×1台
PN-ZP45×4台
PN-ZP31×2台
コンテンツ配信ソフトウェア
「e-Signage S」Webサーバー版

医薬品中外製薬株式会社さま 中外ライフサイエンスパーク横浜 ディスプレイ（サイネージ）
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当社の最先端研究所「中外ライフサイエンスパーク横浜」では、研究所で働く社員にさまざまな
情報を伝えるため、多数のディスプレイを導入しました。そのコンテンツの更新・タイムリーな
配信を外部に委託するのではなく、自社のスタッフで一元管理したいと考えました。

導入前の課題

大規模研究拠点に多数のサイネージを一斉導入
e-Signage Sの活用でコンテンツ配信を一元管理

こんなソリューションを実現しました。

社員食堂メニュー表示サービス
と連携。売り切れ等の表示をタ
ブレットで簡単に切り替え可能。

簡便なe-Signage Sなら、コン
テンツ更新･配信を事業所のス
タッフだけで効率的に行えます。

4面マルチなど多数のディスプ
レイをe-Signage Sで一元管
理し、さまざまな情報を配信。

エントランスエントランスエントランス

食堂食堂食堂

●20２２年10月導入。エントランス、
食堂で活用している。

　販売:株式会社東和エンジニアリングさま
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1,000人の研究員にサイネージで情報伝達。
コンテンツの更新・配信は自社で行いたい。
中外ライフサイエンスパーク横浜は、中外製薬の国内の創薬研
究機能を集約し、約1,000人の研究員やスタッフが従事する最
先端の研究所です。その情報伝達手段として多数のディスプレ
イを導入し、研究所に関するものなどさまざまな情報を配信しま
すが、コンテンツの更新やタイムリーな配信を外部の専門業者
に委託するのではなく、自社のスタッフで運用したいと考えました。

e-Signage Sで効率的な情報配信を実現。
食堂ではタイムリーな表示変更が可能に。

導入後の効果

e-Signage Sの便利な配信機能により、スタッフが兼務しながら、
効率的にコンテンツ配信業務を実施しています。エントランスには
70V型4面マルチディスプレイを設置。“研究所の顔”として美し
い映像でお客さまをお迎えしています。食堂では入り口でメニュー
を表示する他、食事スペースでも社員に伝えるさまざまな情報を
配信。特に、入り口のサイネージは社員食堂に特化したメニュー
表示サービスと連携し、売り切れなどのメニューの状態表示をタ
ブレットから簡単に切り替え可能で、円滑な運営を実現しています。

研究員のコミュニケーションツールと併せ、
創薬研究を促進する情報共有でも使いたい。
サイネージシステムは研究員の間のコミュニケーション活性化
ツールとして、さらに、将来的には研究成果発表など直接的に
創薬研究の促進につながる情報共有手段として活用することも
検討しています。興味深いコンテンツをたくさん配信し、サイネー
ジを積極的に活用していきたいと考えています。

今後の展望

自前の情報配信に簡便なシステムが必須。
システム一括導入でスムーズな取り扱い評価。
研究所のスタッフが自前で情報コンテンツを作り、配信も行うた
め、コンテンツの更新・配信が簡便なシステムは必須と考えま
した。シャープ製はディスプレイから、表示用PC、コンテンツ配
信ソフトまで、一括でシステム導入でき、取り扱いがスムーズで
管理面でも安心な点を評価。大規模な施設内で場所や用途に
応じて配信内容が変わっても、e-Signage Sで一元的にコント
ロールできるのもメリットでした。

選ばれた理由

導入の背景

大規模施設内の配信をe-Signage Sで一元的に管理

食事スペースでもさまざまなコンテンツを配信

食堂専門配信サービスとの連携で、メニュー変更も手軽に

研究総務グループ
グループマネジャー
鯉沼好人さま（左）

新拠点設立準備グループ
中嶋芳則さま（右）

中外製薬株式会社
研究本部
研究業務推進部


